





経済研究所 / Institute of Developing













































録）において 、学術誌五誌に掲載された論文を情報誌同様に「政治」 、「経済」 、 「社会、その他」に分類しさらに著者名のアルファベット順に排列した後、タイトルの翻訳を付している。 政治 においては民主化、選挙、地方自治・分権化、地方における紛争、 「経済」においては第一次産業を中心とする各産業や財政・金融をテーマとす 論文が多くみられた。 「社会、その他」においては憲法、総選挙関連法、領土・領海関連法、土地法など、法律関連論文が中心となっている。
主題分類で悩んだことの一つは、
膨大な数に及ぶ汚職（疑惑を含む）
事件の報道記事を「政治」 、 「経済」 、「社会、その他」のどこに振り分けるか、という点であった。影響を及ぼした分野を重視したが、多面性を持つ複雑な事件が多く、 「汚職」として独立 主題 立てるべきだったかもしれない。
巻末に収録した人名、地名、国名、
団体・機関名、企業名、その他からなる計二千数百項目の索引は、アクロニム、省略語、通称名 ど らも各記事・論文へのアクセスが可能である。この索引には様々な使い方がある。例えば、一つの人名項目から、その人物の各分野での関わりを調べようと思えば、右側の同じ番号が示す各記事にアクセスすることでそれを確認できる。著名な人物が意外な分野で活動していることが判明したり、その人物の団体・機関 企業との接点が明らかになる可能性もある。インドネシアと他国との関係も、英語表記 各国名か 各記事へアクセスすることで可能になる。 り大雑把な使い方の一例をあげると、 「政治」→「経済」→「社会、その他」と昇順に るアイテム番号をみて、全八誌という数量的制限はあるもの、各国がインドネシアと関わる分野を大枠で把握することもできよう。アイテム番号が示す各記事の注釈を読むと、インドネシアのマ コミが注目する諸外国の日本で知り得ない側面がみえてくるかもしれな 。
（
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